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株式会社電通デジタル 

 

電通デジタル、AI活用支援および統合サービス提供の 
強化に向けて「CAIO」「CSO」を新設 

－新組織組成とプロフェッショナル人員増強によりビジネス拡大を加速－ 
 

株式会社電通デジタル（本社：東京都港区 代表取締役社長執行役員：瀧本 恒 以下、電通

デジタル）は、さらなるビジネス拡大と組織体制強化を加速させるため、注力領域である AI 活

用支援および統合サービス提供においてチーフ・オフィサーを新設します。2025 年 1 月 1 日付

で「CAIO（Chief AI Officer：最高 AI 責任者）」に山本 覚（現：執行役員 データ&AI 部門長）

が、「CSO（Chief Sales Officer：最高営業責任者）」に岡田 将（現：統合ビジネスプロデュー

ス室 部門長）が就任します。 

 

電通デジタルは、国内最大級の総合デジタルファームとして、約1,500社のクライアント企業

のビジネスを支援しています。企業の持続的成長に必要となる DX、事業変革、顧客体験デザイ

ン、メディアコミュニケーション、コマース、グローバル展開など多岐にわたる経営課題に対し、

生活者に寄り添うクリエイティビティとデータ／テクノロジーを駆使した高度な専門性を統合的

に掛け合わせ、多くの企業の成長に貢献し続けてきました。さらに、2023 年にはデータアーテ

ィスト株式会社の合併※1 により最先端の AI 研究開発および活用のケイパビリティを有し、現在

では約2,500名のデジタル専門家が集い、国内外のテクノロジー企業やプラットフォーマー各社

と協業しながら、ビジネス課題の解決に尽力しています。 

こうした中、今後のビジネス拡大に向け、昨今の生成 AI の急速な進化と社会実装を背景とし

た AI 活用支援と、当社の強みであるデジタルにおける統合サービスの提供を経営上の最重要テ

ーマとして位置づけました。その体制強化を図るべく、新たなポジションとして「CAIO」

「CSO」を新設するとともに、各事業における新組織の組成および増強を行います。 

 

●AI活用支援について 

AI事業においては、AI活用によるマーケティングソリューションブランド「∞AI🄬（ムゲンエ

ーアイ）※2」をはじめとしたサービスを開発し、さまざまな企業のデジタル広告の運用支援や、

チャット AI による顧客とのコミュニケーションの双方向化、体験のリッチ化、分析業務効率化

と高度化を図ってきました。モンゴルに拠点を持つ子会社「電通データアーティストモンゴル」

との連携により、開発体制の強化も行っています。 

今回新たに、電通デジタル全ての事業における AI活用を促進する横断組織 「AI Native Twin※3」

を組成しプロジェクトを始動します。 

  



 

●統合サービス提供について 

企業の抱える抽象度が高く広域的な課題に対し、当社が持つサービス・ソリューションをより

統合的に活用し一気通貫な支援を実現するための組織「統合ビジネスプロデュース室」を 2024

年 1 月に新設しました。今後、さらに複雑化する課題に向け、真の事業成長パートナーとして解

決策を共に導き出すことを目的に、プロフェッショナル人員の増強を含めた支援体制強化を行い

ます。 

 

今後も電通デジタルはクライアント企業の課題に対し、最先端の技術を結集し一気通貫での支

援を行うことで、事業成長に伴走してまいります。 

 

●山本 覚（やまもと さとる） 

株式会社電通デジタル CAIO 兼 執行役員※ 

 

プロフィール 

東京大学松尾豊教授のもと人工知能（AI）を専攻。2013 年にデー

タアーティスト株式会社を設立し、2023 年に電通デジタルと合

併・参画。AI とビックデータを活用し、広告の自動生成、広告効

果の予測、CRO や SEO など、多数のデジタルマーケティングサー

ビスを提供。テレビ番組をはじめとしたメディアへの出演や、企

業・大学などでのセミナー登壇も多数。主な著書『売れるロジック

の作り方』（宣伝会議）、『AI×ビックデータマーケティング』

（マイナビ出版）など。 

 

●岡田 将（おかだ しょう） 

株式会社電通デジタル CSO 兼 統合ビジネスプロデュース室 部門長※ 

 

プロフィール 

事業会社で法人営業経験後、総合広告会社にてブランド戦略、クリ

エイティブ制作、メディアプランニング、販促、PR等の営業に従

事。2011年より外資系プラットフォーマーにて代理店とのアライア

ンスや、企業のデジタルマーケティング、DX関連の支援を推進。デ

ータ基盤サービス企業を経て、2023年電通デジタル参画。 

 

※肩書は 2025 年 1 月 1 日時点のものとなります。 

※1：電通デジタル、データアーティストとの合併を完了（2023 年 4 月 3 日

発表）https://www.dentsudigital.co.jp/news/release/management/2023-0403-000083 

※2：∞AI🄬について https://www.dentsudigital.co.jp/services/AI/mugen-ai 

※3：電通デジタル、全社への AI 標準実装を目指し、社員のオープンイノベーションを加速する全社横断組織

「AI Native Twin」組成（2024 年 12 月 19 日発表）

https://www.dentsudigital.co.jp/news/release/management/2024-1219-000193 

以 上 

https://www.dentsudigital.co.jp/news/release/management/2023-0403-000083
https://www.dentsudigital.co.jp/services/AI/mugen-ai
https://www.dentsudigital.co.jp/news/release/management/2024-1219-000193


 

＜電通デジタルについて＞https://www.dentsudigital.co.jp/ 

電通デジタルは、国内最大規模の総合デジタルファームです。「人の心を動かし、価値を創造し、

世界のあり方を変える。」をパーパスに、生活者に寄り添うクリエイティビティとテクノロジー

を統合的に活用することで、あらゆるトランスフォーメーションを実現しています。クライアン

ト企業の事業成長パートナーとして、共に新たな価値を創造することで、経済そして社会の「変

革と成長」を目指しています。 

 

【リリースに関する問い合わせ先】  

株式会社電通デジタル ブランディング＆コミュニケーション部 社外コミュニケーショングループ 

北川・宮本  Email：press@dentsudigital.co.jp  
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